
『
金
置
要
略
』
は
中
国
伝
統
医
学
に
お
け
る
最
基
本
典
籍
の
一
つ

で
あ
り
、
現
代
に
至
っ
て
も
日
本
や
中
国
で
頻
用
さ
れ
る
漢
方
処
方

中
、
本
書
を
出
典
と
す
る
も
の
は
少
な
く
な
い
。
お
お
よ
そ
古
典
を

研
究
す
る
際
、
先
ず
そ
の
底
本
に
つ
い
て
充
分
な
検
討
が
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
が
実
際

に
応
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
医
薬
古
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
書
誌
学

的
検
討
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
一
層
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

『
金
置
要
略
』
に
つ
い
て
は
こ
の
検
討
が
未
だ
充
分
に
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
不
明
確
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
。
我
々
は
こ
れ
を
明
確
に
す

る
こ
と
は
急
務
と
考
え
、
調
査
を
行
い
幾
つ
か
の
新
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

『
金
置
要
略
』
の
原
刊
本
は
北
宋
の
儒
臣
・
林
億
ら
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
現
存
は
明
ら
か
で
な
い
。
だ
が
我
々
の
こ
れ
ま
で

『
金
置
要
略
』
の
古
版
本
二
種

に
つ
い
て
の
新
知
見

○
真
柳
誠
・
小
曾
戸
洋

の
調
査
か
ら
基
本
的
な
版
本
は
、
既
知
の
命
橋
本
（
明
嘉
靖
年
間
刊
）
、

仲
景
全
書
本
（
趙
開
美
本
・
明
万
暦
二
七
年
刊
）
、
医
統
本
（
明
万
暦
二

九
年
刊
）
以
外
に
以
下
の
二
種
が
現
存
し
、
通
行
の
諸
本
は
大
体
こ

の
五
種
に
由
来
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

目
元
・
郵
珍
刊
『
新
編
金
置
方
論
』

三
巻
二
冊
。
匡
郭
・
縦
約
一
九
・
六
四
横
約
一
二
・
六
ｍ
・
毎

半
葉
の
行
と
字
詰
は
「
剴
珍
序
（
草
書
）
」
八
行
一
四
字
、
「
林
億

序
」
・
「
目
録
」
・
「
正
文
」
は
一
三
行
二
四
字
で
あ
る
。
現
在
は
北
京

大
学
図
書
館
に
唯
一
架
蔵
さ
れ
る
の
桑
で
あ
る
。

本
書
の
鄙
珍
の
序
は
元
・
至
元
六
（
一
三
四
○
）
年
に
書
か
れ
て

お
り
、
現
存
を
確
か
め
ら
れ
る
最
古
の
刻
本
で
あ
ろ
う
。
趙
開
美
本

に
も
鄙
珍
序
の
全
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
元
刻
本
の
存
在
は

知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
現
存
は
信
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ち
な

承
に
本
書
上
巻
末
の
余
白
に
書
か
れ
た
楊
守
敬
の
踵
と
毎
巻
頭
・
巻

末
の
印
跡
よ
り
、
本
書
は
楊
守
敬
が
光
緒
二
三
（
一
八
九
七
）
年
に

発
見
．
そ
の
後
李
盛
鐸
の
所
蔵
に
帰
し
、
最
後
に
尼
大
な
旧
李
盛
鐸

蔵
書
と
と
も
に
北
京
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
経
緯
が
わ
か
る
。

楊
守
敬
は
光
緒
二
七
（
一
九
○
一
）
年
に
『
留
真
譜
初
編
」
を
上
梓

し
、
こ
の
中
に
三
種
の
『
金
置
要
略
』
の
書
影
を
収
め
た
が
、
そ
の
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説
明
は
加
え
な
か
っ
た
。
故
に
そ
の
一
種
が
命
橋
本
で
あ
る
以
外
、

残
り
の
二
種
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
そ
し
て
今
こ
れ
を
対
比
す
る
と
、
一
つ
は
元
刻
本
に
、
他
の

一
つ
は
後
述
の
明
佑
宋
本
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

、
、

本
書
の
体
式
を
見
る
と
、
書
名
は
『
新
編
金
直
方
論
』
と
な
っ
て

、
、

い
る
。
こ
れ
は
『
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
』
等
と
同
様
、
宋
臣
が

校
定
の
際
に
諸
医
書
よ
り
方
剤
を
採
り
毎
篇
末
に
附
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
正
文
の
各
巻
頭
で
林
億
・
王
叔
和
・
張
仲
景
の
順

に
名
を
配
し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
人
の
修
書
経
進
の
体
式
で
あ
る
。

こ
の
二
点
か
ら
も
本
書
は
現
行
諸
本
よ
り
も
北
宋
原
刊
本
の
旧
態
を

残
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ロ
明
・
無
名
氏
佑
宋
剛
本
『
新
編
金
置
要
略
方
論
』

三
巻
二
冊
。
匡
郭
・
縦
約
一
八
・
三
叫
横
約
一
三
・
二
叫
毎

半
葉
の
行
と
字
詰
は
、
目
録
・
正
文
共
に
十
行
二
十
字
で
あ
る
が
、

序
部
分
は
現
存
本
に
は
欠
損
す
る
た
め
不
明
。
中
国
科
学
院
図
書
館

蔵
。

本
吉
に
つ
い
て
は
森
立
之
の
『
経
籍
訪
古
志
』
に
多
紀
元
簡
の
言

を
引
い
た
説
明
が
あ
る
の
み
で
、
岡
西
為
人
、
石
原
明
氏
ら
は
所
在

不
明
も
し
く
は
亡
快
と
し
て
い
た
。
事
実
元
簡
旧
蔵
本
の
所
在
は
今

の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
一
方
中
国
で
は
『
中
医
図
書
聯
合
目
録
』

に
、
中
国
科
学
院
図
書
館
蔵
の
本
書
を
「
清
初
刊
本
」
と
し
て
い

る
。
我
々
は
友
人
の
中
日
友
好
上
の
協
力
に
よ
り
本
書
を
実
見
し
、

こ
れ
が
『
留
真
譜
」
所
収
の
書
影
、
そ
し
て
『
訪
古
志
』
の
記
述
と

完
全
に
一
致
符
合
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
結
果
、
「
清
初
刊

本
」
と
は
実
は
元
簡
の
言
う
明
佑
南
宋
刻
本
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す

る
に
至
っ
た
。

本
書
は
既
に
元
簡
が
指
摘
す
る
如
く
、
中
巻
末
の
欠
落
や
体
式
、

誤
字
の
傾
向
等
多
く
の
点
で
前
橋
本
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
目

録
の
一
部
で
は
そ
の
処
方
配
列
等
が
前
述
の
元
刻
本
と
よ
く
符
合
す

る
。
そ
し
て
や
は
り
書
名
に
「
新
編
」
を
付
す
点
、
林
億
・
王
叔

和
・
張
仲
景
の
配
列
順
、
ま
た
元
簡
の
言
う
序
文
の
体
式
か
ら
も
元

刻
本
同
様
北
宋
原
刊
本
の
旧
態
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
首
肯
で
き

る
。
だ
が
こ
の
こ
と
と
実
際
に
典
拠
と
し
て
の
使
用
に
堪
え
得
る
か

は
別
問
題
で
あ
る
。
本
書
の
誤
字
の
移
し
さ
は
諸
本
の
一
等
で
あ

り
、
書
誌
学
的
研
究
・
校
勘
・
考
証
以
外
の
目
的
に
は
適
さ
な
い
で

あ
ろ
う
。

『
金
置
要
略
』
は
元
た
が
虫
損
・
錯
簡
の
多
い
節
略
本
か
ら
校
刊
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
存
す
る
版
本
は
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
誤
字
・
字
句
の
変
動
が
一
様
に
多
い
。
江
戸
時
代
に
は
幾
種
か

の
校
勘
さ
れ
た
刊
本
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。

『
金
置
要
略
』
は
今
後
よ
り
多
く
の
正
確
な
資
料
に
よ
る
校
勘
が
必

要
な
古
典
で
あ
ろ
う
。

（
北
里
研
究
所
付
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

一
、
研
究
目
的

中
国
伝
統
医
学
の
一
領
域
で
あ
る
鍼
灸
の
部
門
は
現
在
漸
く
生
理

学
の
方
法
が
適
用
さ
れ
数
為
の
実
験
成
績
が
集
積
し
つ
つ
あ
る
段
階

に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
総
説
し
、
体
系
づ
け
る
作
業
に
は
ま

だ
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
新
し
い
立
場
に
視
点
を
す

え
た
思
考
方
法
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

鍼
灸
の
治
効
機
序
に
お
け
る
未
知
の
分
野
に
対
し
て
は
、
充
分
計

画
さ
れ
た
着
実
な
実
験
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
類
と
同
時
に
、
過
去
の

長
い
経
験
の
積
象
重
ね
で
あ
る
古
典
の
正
確
な
読
解
と
歴
史
的
変
遷

過
程
で
の
そ
の
位
置
づ
け
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
専
門
的
訓
練
で
養
成
さ
れ
た
人
倉
の
責
任
に

委
ね
る
こ
と
が
当
然
で
は
あ
る
が
、
中
国
伝
統
医
学
の
実
践
に
携
わ

る
人
点
は
、
医
療
の
社
会
的
責
任
を
分
担
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い

中
国
伝
統
医
学
修
得
学
生
の

漢
語
素
養
に
つ
い
て
（
最
終
報
）小

杉

、

順
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